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アジアにおける責任あるビジネス、人権そしてディーセント・ワーク 
〜人権と包摂的な成長の相乗効果を活かして〜 

 

2023年 9月 18日（月） 
インドネシア共和国、ジャカルタ (シャングリ・ラ ホテル)/オンライン 

（ハイブリッド開催） 
 

 
強じんで持続可能かつ包摂的な経済成長と、「ディーセント・ワーク」（働きがいのある人間らしい仕事）の実

現を含む人権尊重。今回のイベントでは、この 2 つが相互に作用して相乗効果を生むという共通認識を促進す

ることを目指します。また、それぞれの国の状況を踏まえ、各国の主体的な取り組みに焦点を当てながら、ディー

セント・ワークの実現を含む人権尊重の取り組みを後押しするために各国の経験やアプローチを共有します。 

 

 
イベントの主な内容 
• 企業・産業・国レベルでの、国連、経済協力開発機構（OECD）および ILO の文書や枠組みに沿ったサプラ

イチェーンにおける責任ある企業行動（RBC）とディーセント・ワークの推進に向けた取り組みを紹介します。 
• 政府、労働者団体、使用者団体やその他サプライチェーンにおける関係者の間で議論を深め、国際労働基準

をはじめとする国際基準に基づく更なる協力や共通価値の促進を奨励します。 
• アジアにおける責任あるビジネス、ディーセント・ワークの実現や持続可能な経済成長を支える上で、技能開発

や人的資本への投資が果たす役割について議論します。 
 

インドネシア時間 
（日本時間） 

 

8:30 – 9:00 
(10:30-11:00) 

参加登録 
 

9:00 – 9:25 
(11:00-11:25)  

開会セッション 

共催者および来賓による開会挨拶 
• 保坂伸氏（経済産業省 経済産業審議官）（ビデオメッセージ） 
• アイルランガ・ハルタルト氏（Mr. Airlangga Hartarto） （インドネシア経済担当

調整大臣）（ルーディ・サラフディン氏（Mr. Rudy Salahuddin）デジタル経済・労
働力・中小企業担当次官がビデオメッセージで代読） 
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9:25 – 9:50 
(11:25-11:50)  

基調講演 

「持続可能な未来に貢献する人権と包摂的成長の相乗効果を如何に促すか」 
 

人権および労働者の権利の保護・促進は、社会の安定や包摂的な経済発展の基盤の

ために不可欠です。また、事業活動における人権の尊重は経済成長にとって極めて重要

であり、その逆もまた同様です。基調講演では、人権および労働者の権利の尊重と包摂

的な成長の相乗効果をいかに実現するかを説明し、その機会、課題や教訓についても取

り上げます。 
 

• ピチャモン・イェオパントン氏（Ms. Pichamon Yeophantong）（国連ビジネスと
人権作業部会委員） 

• ダン・リース氏（Mr. Dan Rees）（ILO ジュネーブ本部サプライチェーン行動計画局

長） 
 

9:50 - 11:20 
(11:50-13:20) 

セッション 1 
責任あるビジネスと労働慣行を通じた持続可能な成長の解放：G７及びアジア諸国のア
プローチ 

国連ビジネスと人権に関する指導原則、OECD 多国籍企業行動指針、ILO 多国籍企

業及び社会政策に関する原則の三者宣言等の国際基準の実践に向けた努力の一環と

して、様々な取り組みが行われています。このセッションでは、各地域・国における責任ある

企業行動、事業活動における人権と労働者の権利の尊重を推進する取り組みを紹介し

ます。パネルディスカッションの後、質疑応答を予定しています。 
 
（登壇予定） 

• 吉田 泰彦氏 （経済産業省 通商政策局 通商交渉官）  
• リザール・ラーマン氏（Mr. A K M Rezaur Rahman）（バングラデシュ労働雇用省

事務次官） 
• カーステン・シュテンダー氏（Dr. Carsten Stender）（ドイツ連邦労働・社会省 欧

州・国際雇用社会政策・ESF・デジタルトランスフォーメーション担当局長） ＊オンラ

イン参加 
• ウクリシュ・カンチャナケトゥ氏（Mr. Ukrish Kanchanaketu）（タイ経営者連盟 

（ECOT）顧問） 
• アラン・サブロン・モンターニョ氏（Atty. Allan Sablon Montaño）（フィリピン自由

労働者連盟（FFW） 名誉会長・国際事務局長） 
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• ギータ・ローランス氏（Ms. Githa Roelans）（ILO ジュネーブ本部多国籍企業局

長） ＊ファシリテーター 

11:20 – 12:20 
(13:20-14:20) 

昼食 
 

12:20 - 13:20 
(14:20-15:20) 

政労使三者クローズド・セッション 
（招待者のみ） 

この非公開の分科会では、政府・労働者・使用者それぞれのグループで、経験や取り組み

を共有し、人権と包摂的な成長の相乗効果をいかに促すか議論します。 

 
13:25 – 14:55  
(15:25-16:55)  

セッション 2 
人権、ディーセント・ワーク、包摂的な成長の相乗効果に貢献する技能開発 

デジタル化、気候変動や人口構造の変化といった社会・経済の変容に適応するための技

能開発は、持続可能で包摂的な未来を実現するための鍵となります。このセッションでは、

アジアにおける技能開発の取り組みを概観し、ASEAN における技能へのニーズや課題に

ついて議論します。パネルディスカッションの後、質疑応答を予定しています。 

（登壇予定） 

• 坂本明子氏（ILO アジア太平洋地域局技能・就業能力専門家） 
• マット・ダウニング氏（Mr. Matt Downing) （駐インドネシア・東ティモール英国首

席公使） 
• エリー・ロシータ・シラバン氏（Ms. Elly Rosita Silaban）（インドネシア全労働組

合同盟（KSBSI）会長） 
• ロバート・マロニージャ氏（Mr. Robert Maronilla） (フィリピン経営者連盟

（ECOP）法務責任者) 
• ユヌス・トリヨンゴ氏（Dr. Ir. Yunus Triyonggo）（ブリヂストンタイヤ インドネシア

人事・総務部長）  
• エリック・ローダー氏（Mr. Eric Roeder) （ILO アジア太平洋地域局ディーセント･

ワーク･チーム、グリーンジョブ・気候行動・レジリエンス専門家）＊ファシリテーター 

 
14:55 - 15:05 
(16:55-17:05)  
 

休憩 
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15:05 - 16:35 
(17:05-18:35)  

セッション 3 

責任ある企業行動：企業レベルでのイニシアチブ 

このセッションでは、中小企業に対する関連の支援例を含め、責任ある企業行動と国際

基準に示された原則の尊重を推進している民間部門の好事例を紹介します。また、企業

レベルでの取り組みをさらに進める上での課題や機会についても議論します。パネルディスカ

ッションの後、質疑応答を予定しています。 

（登壇予定） 
 

• 田中晋氏（日本貿易振興機構調査部 主任調査研究員） 
• チャド・サリタン氏（Mr. Chad Salitan）（米労働省・駐ベトナム米国大使館労働

担当官） 
• チア・ソぺアク氏（Mr. Chea Sopheak）（カンボジア労働総連合（CLC）プロジェ

クトコーディネーター） 
• ミラ・ハナルタニ氏（Ms. Myra M Hanartani） （インドネシア経営者協会

（APINDO）規制・組織協力に関する労働委員長） 
• 木下由香子氏（パナソニックホールディングス株式会社 グループ CHRO 付特命担

当部長） 
• 小野佳彦氏（全国社会保険労務士会連合会 理事） 
• 小林有紀氏（ILO 駐日事務所 アジアにおける責任あるバリューチェーン構築プロジ

ェクト プログラムコーディネーター） ＊ファシリテーター 
 

16:35 – 17:15 
(18:35-19:15)  

全体討議  

会場参加者よりこのイベントで議論された重要なポイントを共有します。 

• ダン・リース氏（Mr. Dan Rees）（ILO ジュネーブ本部サプライチェーン行動計画局

長）＊ファシリテーター 

 
17:15 – 17:40 
(19:15—19:40)  

閉会挨拶・まとめ 
• ILO 

宮本三知子氏 （インドネシア事務所 事務所長） 
高﨑真一氏 （駐日事務所 代表）  
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